
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
の
17
年
度
利

用
団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
で
継

続
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

団
体
登
録
す
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
会
員
募
集
お
よ
び
各
団
体
間
の

交
流
の
た
め
に
、
市
民
協
働
セ
ン
タ

ー
の
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
内
の
レ
タ
ー
ケ

ー
ス
（
無
料
）
や
ロ
ッ
カ
ー
（
１
年

間
１
千
200
円
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

◆
登
録
有
効
期
間

４
月
１
日
〜
平

成
18
年
３
月
31
日

▼
３
月
25
日
f
ま
で
の
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
（
火
曜
日
を
除
く
）
に
、

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
受
付
案
内
窓
口

へ
同
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
登
録
申
請

書
と
発
行
物
・
活
動
誌
（
な
け
れ
ば

生活
市役所代表電話10422-45-1151
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公
衆
浴
場
お
よ
び
生
活
関
連
業

種
の
事
業
者
の
方
に
水
道
料
金

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

支
払
済
み
の
16
年
度
分
の
水
道
料

金
に
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

◆
対
象
業
種

①
公
衆
浴
場
営
業
に
水
道
を
使
用
す

る
者

②
次
に
掲
げ
る
生
活
関
連
営
業
に
水

道
を
使
用
す
る
者

パ
ン
製
造
小
売
業
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
・
魚
介
類
小
売
業
・
豆
腐
製
造
小

売
業
・
日
本
そ
ば
店
・
中
華
そ
ば

店
・
め
ん
類
製
造
業
・
野
菜
小
売

業
・
か
ま
ぼ
こ
水
産
加
工
業
・
こ
ん

に
ゃ
く
製
造
業
・
民
生
食
堂
・
大
衆

食
堂
・
食
肉
小
売
業
・
大
衆
す
し

店
・
あ
ん
類
製
造
業
・
ソ
ー
ス
製
造

業
・
染
色
整
理
業
・
漬
物
製
造
業
・

総
菜
製
造
業
・
つ
く
だ
煮
製
造
業
・

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業
・
簡
易

宿
所
営
業

◆
補
助
基
準
お
よ
び
補
助
対
象
額

下
表
参
照

▼
３
月
７
日
b
〜
31
日
e
ま
で
に
、

17
年
度
利
用
団
体
登
録

（
更
新
・
新
規
）を
受
付
中

不
要
）
を
持
参
し
て
申
し
込
む
。

※
団
体
登
録
で
き
る
の
は
市
民
活

動
を
し
て
い
る
団
体
ま
た
は
こ
れ
か

ら
市
民
活
動
を
し
た
い
団
体
（
構
成

員
２
人
以
上
）
で
す
。
市
民
活
動
と

は
町
会
・
自
治
会
・
住
民
協
議
会
を

は
じ
め
、
福
祉
・
生
涯
学
習
・
子
育

て
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
市
民
が
自
主
的
・
自
発
的
に

行
う
社
会
貢
献
活
動
・
公
益
活
動
な

ど
を
い
い
ま
す
。
営
利
を
目
的
に
し

た
活
動
・
宗
教
活
動
・
政
治
活
動
・

選
挙
活
動
、
そ
の
ほ
か
市
民
活
動
に

適
さ
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
。

e

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
（
下
連
雀

４
―
17
―
23
）
1
46
―
０
０
４
８
・

5
46
―
０
１
４
８

http://
www.collabo-m

itaka.jp/
休

館
日
は
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
し
、
直
近
の
平
日
に
休
館
）。

HP

市
指
定
の
申
請
書
、
水
道
料
金
の
領

収
書
（
写
）（
16
年
度
中
に
支
払
い

期
日
が
来
て
い
る
期
間
）、
請
求
書

お
よ
び
口
座
振
替
依
頼
書
を
添
え
て

生
活
経
済
課
へ
申
し
込
む
（
郵
送
不

可
）。※未

払
い
分
に
つ
い
て
は
、
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
1
内
線

２
５
４
３
へ
。

傍
聴
で
き
ま
す

三
鷹
市
ご
み
減
量
・

有
料
化
検
討
市
民
会
議

ご
み
の
有
料
化
を
含
め
た
ご
み
減

量
化
施
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
有

識
者
、
市
民
な
ど
か
ら
な
る
第
６
回

検
討
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

▽
２
月
21
日
b
午
後
７
時
か
ら
教
育

セ
ン
タ
ー
３
階
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

ご
み
対
策
課
1
内
線
２
５
３

３
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業
者
に
、

一
定
の
要
件
に
基
づ
き
掛
金
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
共
済
金
制
度

①
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
が
運
営
す
る

「
中
退
共
」、
②
建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
が
運
営
す
る
「
建
退
共
」、

③
法
人
会
や
商
工
会
が
運
営
す
る
特

定
退
職
金
共
済
制
度
「
特
退
共
」

◆
補
助
金
の
内
容

①
②
＝
労
働
者

を
新
た
に
加
入
さ
せ
た
場
合
、
月
額

500
円
を
加
入
月
か
ら
24
カ
月
間
補

助
。
掛
金
を
増
額
し
た
場
合
、
１
人

１
回
初
回
の
増
額
に
限
り
月
額
500
円

を
増
額
分
か
ら
24
カ
月
間
補
助
。

③
＝
貼
付
・
消
印
し
た
証
紙
250
枚

を
、
一
人
当
た
り
の
年
額
掛
金
と
み

な
し
、
月
額
500
円
を
24
カ
月
補
助
。

▼
①
②
加
入
の
補
助
対
象
事
業
者
に

は
３
月
上
旬
ご
ろ
に
申
請
書
な
ど
を

郵
送
し
ま
す
。
③
に
加
入
の
事
業
者

は
各
自
申
請
願
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
1
内
線

２
５
４
４
へ
。

再
就
職
活
動
支
援
講
習
会

わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
・
三
鷹

市
共
催
、
①
は
6
三
鷹
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
も
共
催
。
さ
ま
ざ
ま

な
キ
ャ
リ
ア
を
お
持
ち
の
お
お
む
ね

55
歳
以
上
の
方
に
、
無
料
職
業
紹
介

や
多
様
な
働
き
方
の
提
案
を
行
い
ま

す
。

▽
①
２
月
23
日
d
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
＝
「
今
後
の
生
き
方
、
働
き
方
、

活
動
の
仕
方
を
考
え
る
会
〜
50
才
で

も
早
す
ぎ
な
い
。
60
才
で
も
遅
す
ぎ

な
い
〜
」
講
師
は
キ
ャ
リ
ア
設
計
Ｍ

21
所
長
で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
向
井
恒
夫
さ
ん
。

②
２
月
26
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
＝
「
求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

講
師
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

千
野
輝
一
さ
ん
。

い
ず
れ
も
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

（
下
連
雀
４
―
17
―
23
）
で
。

▼
氏
名
・
電
話
番
号
（
連
絡
先
）
・

年
齢
・
住
所
を
伝
え
て
、
わ
く
わ
く

サ
ポ
ー
ト
三
鷹
1
45
―
８
６
４
５
・

5
45
―
８
６
４
６
・

w
aku

waku@
m
itaka.ne.jp

へ
申
し
込

む
。
①
②
と
も
先
着
15
人
。

※
毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜
５

時
（
受
付
は
４
時
）
に
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ
３
階
情
報
の
森
で
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

e

わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
1

45
―
８
６
４
５

3
月
5
日（
土
）

み
た
か
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

楽
し
い
１
日
を
！

毎
回
、
見
つ
か
る
掘
り
出
し
物
！

▽
３
月
５
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
30
分
（
小
雨
の
場
合
は
６
日
に
順

延
、
６
日
も
雨
の
場
合
は
中
止
。
両

日
と
も
午
前
７
時
に
決
定
）、
市
役

所
中
庭
で
。

※
出
店
者
の
募
集
は
終
了
し
ま
し

た
。

e

消
費
生
活
係
1
内
線
２
５
４

５
「
さ
つ
ま
の
国
」料
理
講
習
会

参
加
者
募
集
！

鹿
児
島
県
経
済
連
、
鹿
児
島
県
か

ご
し
ま
遊
楽
館
、
1
東
京
多
摩
青
果

主
催
。
三
鷹
市
青
果
商
組
合
共
催
。

３
月
に
な
る
と
さ
つ
ま
の
国
（
鹿

児
島
県
）
で
は
、
新
ご
ぼ
う
、
新
じ

ゃ
が
い
も
、
そ
ら
豆
な
ど
が
旬
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
材
料
を
利
用
し

た
料
理
講
習
会
で
す
。

▽
３
月
10
日
e
午
後
１
時
か
ら
、
消

費
者
活
動
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
２
月
21
日
b
〜
28
日
b
（
平
日
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
）
に
消
費
生
活

係
1
内
線
２
５
４
５
へ
申
し
込
む
。

先
着
30
人
。

最
終
処
分
場
見
学
と

「
そ
ば
打
ち
体
験
」

参
加
者
募
集

ご
み
の
最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ

て
い
る
日
の
出
町
の
住
民
と
、
処
分

場
に
一
般
廃
棄
物
を
搬
入
し
て
い
る

多
摩
地
域
25
市
１
町
の
住
民
と
の
交

流
事
業
で
す
。

対
象
は
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
（
18
歳
以
上
）。

▽
３
月
19
日
g
午
前
７
時
20
分
市
役

所
前
集
合
（
雨
天
決
行
）、
バ
ス
で

日
の
出
町
へ
（
最
終
処
分
場
見
学
・

そ
ば
打
ち
体
験
・
肝
要
の
里
）。
午

後
４
時
市
役
所
前
解
散
予
定
。
昼
食

付
き
。

▼
２
月
28
日
b
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
「
そ
ば
打
ち
体
験
希

望
」
・
参
加
者
全
員
（
２
〜
４
人
１

組
）
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
、
返
信
面
に
返
送
先
を
記
入
し

「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
ご

み
対
策
課
３
月
19
日
担
当
」
へ
申
し

込
む
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

当
落
は
返
信
は
が
き
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

e

ご
み
対
策
課
1
２
５
３
３

農
業
公
園

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
付
け
講
習
会

プ
ロ
の
技
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

長
靴
な
ど
農
作
業
に
適
し
た
服
装
で

参
加
く
だ
さ
い
。
見
学
者
も
歓
迎
。

▽
２
月
26
日
g
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
雨
天
の
場
合
は
27
日
）
農
業
公
園

（
東
八
道
路
沿
い
・
新
川
６
―
30
）

で
。駐

車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
自
転
車
・
徒
歩
で
来
場
く
だ

さ
い
。

e

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
緑
化
セ

ン
タ
ー
1
48
―
７
４
８
２

三
宅
島
復
興
支
援

「
東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア
・

農
水
産
ま
つ
り
」

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
農
水

産
物
・
特
産
品
の
展
示
販
売
・
観
光

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
３
月
４
日
f
午
前
11
時
〜
午
後
７

時
、
新
宿
西
口
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

「
と
き
の
広
場
」
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

7
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

1
03
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６
・
総

務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
1
03
―
５

３
８
８
―
２
４
４
４

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

お
仕
事
準
備
講
座

会
場
は
同
プ
ラ
ザ
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
講
座

①
３

月
５
日
g
、
②
３
月
19
日
g

◆
仕
事
で
使
え
る
エ
ク
セ
ル

①
３

月
12
日
g
、
②
３
月
26
日
g

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
（
全
１
回
）
の
コ
ー
ス
。

受
講
料
８
千
円
、
テ
キ
ス
ト
代
２
千

100
円
。

▼
事
前
に
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40

―
９
６
６
９
・
5
40
―
９
７
５
０

へ
申
し
込
む
。
先
着
順
。

三
鷹
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

3
月
は
道
路
交
通
環
境
月
間
で
す

路
上
の
電
柱
・
信
号
柱
な
ど
へ
の

違
法
な
は
り
紙
や
立
看
板
、
ま
た
商

品
の
陳
列
な
ど
の
道
路
の
不
正
使
用

は
、
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
は
な

く
通
行
の
流
れ
を
妨
げ
、
事
故
を
誘

発
す
る
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
道
路
交
通
環

境
の
整
備
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

e

三
鷹
警
察
署
1
49
―
０
１
１

０

【
相
談
】

業
者
か
ら
、
娘
の
勉
強
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
い
と
電
話
が
あ
り
、

自
宅
で
説
明
を
聞
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
販
売
員
は
、
持
参
し
た
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
教
材
の
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
数
学
の
説
明
を

し
、
娘
が
販
売
員
を
先
生
と
呼
ぶ

の
を
否
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
私

は
そ
の
販
売
員
が
先
生
と
し
て
娘

の
指
導
を
し
て
く
れ
る
の
だ
と
思

い
、
ま
た
「
い
つ
で
も
電
話
で
指

導
に
応
じ
る
」
と
の
説
明
を
信
じ

て
中
学
３
年
間
分
４
科
目
の
契
約

を
し
ま
し
た
。
教
材
が
届
き
、
電

話
で
指
導
を
求
め
る
と
、
出
た
の

は
契
約
時
の
販
売
員
で
は
な
く
別

の
人
で
、
し
か
も
「
指
導
」
と
は

勉
強
の
指
導
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
使
い
方
の
指
導
で
し
た
。

指
導
付
き
教
材
を
購
入
し
た
つ

も
り
な
の
に
違
っ
た
の
で
解
約
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
処
理
】

業
者
に
対
し
、
契
約
に
至
る
経

緯
と
解
約
の
意
思
を
書
面
で
伝
え

る
よ
う
相
談
者
に
助
言
し
ま
し
た
。

業
者
は
「
指
導
と
は
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
使
い
方
の
指
導
で
あ
り
、

勉
強
の
指
導
で
は
な
い
。
そ
の
こ

と
は
、
契
約
書
面
に
も
明
記
さ
れ

て
い
る
」
と
主
張
し
、
な
か
な
か

解
約
に
応
じ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
終
的
に
相
談
者
が
、
業

者
に
教
材
の
購
入
価
格
の
30
％
の

解
約
料
を
支
払
う
こ
と
で
合
意
解

約
と
な
り
ま
し
た
。

◆
契
約
の
際
の
注
意
点

販
売
員
は
、
子
ど
も
の
学
力
の
話

し
な
ど
で
親
の
興
味
を
引
き
、
あ
た

か
も
指
導
付
き
教
材
の
購
入
で
あ
る

か
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
契

約
を
迫
り
ま
す
。
単
な
る
教
材
を
購

入
す
る
だ
け
の
契
約
で
あ
っ
た
こ
と

に
気
が
つ
く
の
は
、
教
材
が
届
い
た

あ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

契
約
す
る
と
き
に
は
、
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
が
本
当
か
ど
う
か
書
面

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子

ど
も
が
長
期
間
使
い
続
け
ら
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
一
度
に
多

量
、
多
額
な
学
習
教
材
の
購
入
は

し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

契
約
書
面
で
、
中
途
解
約
が
出

来
る
か
ど
う
か
、
解
約
条
件
は
何

か
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。（

三
鷹
市
消
費
者
相
談
員
）

な
か
な
か
中
途
解
約

で
き
な
い
学
習
教
材
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対象業種 補助基準および補助対象額

1月当たり5立方㍍を超え、10立方㍍
までの従量料金１立方㍍につき7円を

公衆浴場 補助（平成17年1月分より適用）

１月当たり10立方㍍を超える従量料
金１立方㍍につき15円を補助

１月当たり51立方㍍～200立方㍍ま
生活関連業種 での従量料金1立方㍍につき10円を

補助

講
座
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク

元
気
印
市
民
活
動
」

市
民
活
動
を
楽
し
く
活
発
な
も
の

に
す
る
と
と
も
に
、団
体
を
継
続
し

て
運
営
す
る
た
め
の
手
法
を
検
証
し

ま
す
。
活
動
に
必
要
な
ア
イ
デ
ア
・
工

夫
が
き
っ
と
見
つ
か
る
講
座
で
す
。

対
象
は
、
市
民
活
動
実
践
者
お
よ

び
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
方

や
希
望
者
。

▽
①
３
月
９
日
d
＝
「
行
き
詰
ま
り

を
解
消
す
る
た
め
に
」、
②
３
月
14

日
b
＝
「
ま
と
ま
ら
な
い
意
見
を
ま

と
め
る
た
め
に
」

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
、
市

民
協
働
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
「
ま
と
ま
ら
な
い
意
見
を

ま
と
め
る
合
意
形
成
の
技
術
」
の
著

書
を
持
つ
建
築
家
・
都
市
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
山
路
清
貴
さ
ん
。

▼
事
前
に
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
1
46

―
０
０
４
８
・
5
46
―
０
１
４

８
・

kyoudou@
collabo-

m
itaka.jp

へ
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。
先
着
40
人
。

１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー


